
【小説】 【小説】

あなたには、殺せません 石持　浅海 リラの花咲くけものみち 藤岡　陽子

いつまで 畠中　恵 私たちの世代は 瀬尾　まいこ

うどん陣営の受難 津村　記久子 【その他】

馬廻役仁義 井原　忠政 ８８歳、しあわせデジタル生活 若宮　正子

掟上今日子の忍法帖 西尾　維新 生成ＡＩ 小林　雅一

カモナマイハウス 重松　清 カミカゼの幽霊 神立　尚紀

亀甲獣骨 山本　一力 中田薫 北　康宏

獣の夜 森　絵都
Ｑ＆Ａでよくわかる消費税インボイス

対応要点ナビ
熊王　征秀

この夏の星を見る 辻村　深月 お地蔵さんと日本人 清水　邦彦

極楽征夷大将軍 垣根　涼介
いま本気で考えるための日本の防衛問

題入門
小野　圭司

雫の街 乃南　アサ いのちを守る水分補給 谷口　英喜

心眼 相場　英雄
「名前が出てこない」「忘れっぽく

なった」人のお助けＢＯＯＫ
加藤　俊徳

津軽の髭殿 岩井　三四二 正しく知る・賢く選ぶ美容成分大全 岡部　美代治／監修

夏の戻り船 今村　翔吾 家事か地獄か 稲垣　えみ子

ハンチバック 市川　沙央 アリノコ舎の刺繍図案帖 ヤマグチ　アリサ

パシヨン 川越　宗一 カレーのレシピ大図鑑３７０ 水野　仁輔

百年の藍 増山　実 ６０歳からの「紙モノ」整理 渡部　亜矢

ふりさけ見れば　〈上〉巻・〈下〉巻 安部　龍太郎 世界一安心な赤ちゃん育て 宮川　明子

ホテル・カイザリン 近藤　史恵 もりあがれ！タイダーン ヨシタケ　シンスケ

前の家族 青山　七恵 ぼくはあと何回、満月を見るだろう 坂本　龍一

脈動 今野　敏 球審は永野さん 大園　康志

無限の月 須藤　古都離 太郎の嫁の物語 三浦　暁子

夜果つるところ 恩田　陸 深く、しっかり息をして 川上　未映子
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【えほん】 【おはなし】

あさごはんで世界いっしゅう アリス・Ｂ．マッギンティ アンナは犬のおばあちゃん 吉田　桃子

いえやちゅ！ 丸山　誠司 かみさまのベビーシッター　〔３〕 廣嶋　玲子

イヌワシつかいのエルジャン イチンノロブ・ガンバートル ステイホーム 木地　雅映子

おうちをみせて ももろ それほんとう？ 松岡　享子

お日さまおそい　みんなもおそい フィリップ・Ｃ．ステッド ゆうすげ村の紙すき屋さん 茂市　久美子

くまのテディちゃん グレタ・ヤヌス 月からきたトウヤーヤ 蕭　甘牛

宿場町の一日 いわた　慎二郎 図書館がくれた宝物 ケイト・アルバス

しゅつどう！かがくしょうぼうたい 鎌田　歩 わたしの心のきらめき シャロン・Ｍ．ドレイパー

トーマス、きょうとへいく ウィルバート・オードリー／原作 【その他】

どうぶつはいはい たなか　しん となりのＡＩ 佐々木　ひとみ

ねぞうプロレス ひらぎ　みつえ デジタルの未来図鑑 岡嶋　裕史／監修

ノラネコぐんだんまだまださがしえブック 工藤　ノリコ／原作 名言は役に立つ オオタ　ヤスシ／マンガ・イラスト

ばけばけばけばけばけたくん

ゆうえんちの巻
岩田　明子 １０歳からの「府省」のしくみ 「子どもと社会」研究会

ようかいサッカー 聞かせ屋。けいたろう みんなが知りたい！宇宙のひみつ 永田　晴紀／監修

ようかいむらのきもだめしキャンプ たかい　よしかず 地層のきほん 目代　邦康

ようこそこどものけんりのほん えがしら　みちこ 昆虫世界のサバイバル　１～3 洪　在徹

わるテリアとずるドッグ あきやま　ただし 運動ですべてがよくなる 松本　麻希／マンガ・イラスト

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１０

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

メールマガジン登録募集中！

メルマガは週１回お届けする

最新の新着図書案内です。

毎週金曜日に配信しています！

南越前町立図書館の

ホームページからご登録ください。

「まいまいつぶろ」                                                                        村木 嵐・著 幻冬舎 ２０２３年

長福丸（ながとみまる・後の９代将軍家重）には生まれながら様々な障害がありました。でも、

将軍職を継承するためにいちばん問題だったのは長福丸の発する言葉が誰も理解できなかったこと

です。優秀な弟である小次郎丸を継嗣に推す声もあるなか、長福丸の言葉を理解できる少年が現れ

ました。少年の名は大岡兵庫。兵庫が伝える長福丸の言葉は本当に長福丸のものなのか周囲には疑

問をもつ者もいました。自分の思っていることを伝えることができない長福丸はこれまで辛く悔し

い思いを抱えて生きてきました。父・吉宗は息子たちをどのように見ていたのでしょう。９代将軍

はどのように決められたのでしょうか。信頼で結ばれた長福丸と兵庫は二人で苦難を乗り越えてい

きます。


